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     こえに出してよもう 

 

 

教科書出版社名（ 光村図書 ） 

〇 小学校（１）年   教科等（ 国語・生活 ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・場面の様子など、内容の大体を捉える力。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読する力。 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・様々な詩を読み、想像を膨らませる力 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…「のはらうた」の詩集を読み、お気に入りの詩を選ぶ。 

●整理・分析…お気に入りの詩を選び、野原の仲間たちの生活を想像する。 

●まとめ・表現・発信…「のはらうた」のさまざまな詩をもとに、自分も野原の生き物になり切って、詩を

表現する。 

 

○ 学習の展開（全７時間）（学校図書館等を活用した時間は☆） 

第１次 

 

 

・学習課題を設定して、学習計画を立てる。 

・「かたつむりのゆめ」「はちみつのゆめ」を読み、想像を膨らませる。 

・「かたつむりのゆめ」「はちみつのゆめ」を音読する。 

第２次 

 

 

 

・図書館で、「のはらうた」の詩集を１人１冊借り、さまざまな詩に触れる。

（☆） 

・図書館で、生き物や鳥、魚の図鑑を読む。（☆） 

・お気に入りの詩を選び、選んだ理由を発表する。 

第３次 ・これまで読んだ詩をもとに、自分も生き物になりきって詩をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

単
元
名 かたつむりのゆめ／はちみつのゆめ 



（本時２／７時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読することができる。 

 

学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動  指導上の留意点 

５ 

 

 

１５ 

 

 

１.本時のめあてを確認する。 

 

 

２．「かたつむりのゆめ」を音読する。 

 

３．「かたつむりのゆめ」の内容を読み取る。 

 

４．「はちみつのゆめ」を音読する。 

 

５．「はちみつのゆめ」の内容を読み取る。 

 

 

 

・題名、作者の一部を隠

して提示する。 

・様々な方法で音読し、

語のまとまりや、言葉の響

きに気を付けて音読できる

ようにする。 

１５ 

 

 

 

 

１０ 

６．「のはらうた」の紹介をする。 

 

 

 

 

７．１人１冊「のはらうた」の本を選び、読む。 

 

８．次時の予告をする。 

 

・司書から、「のはらうた」の

詩集の紹介をし、その中

からいくつか詩を読み聞か

せする。 

 

・今回の詩をもとに、次は

自分で詩をつくることを予

告する。 

 

 

 

こえに出して よもう 

図書館活用 

ポイント 

今回、学習のゴールとして、「動物になり切

って自分で詩をつくる」活動を設定した。 

その際に、のはらうたの詩を参考にしなが

ら、SE担当・司書・担任で相談し、ワークシ

ートを作成した。 

児童も意欲的に詩をつくっていた。 

作成したワークシートは、指導案と学校で保管

し、毎年使えるように引き継いでいく。 

本単元のゴール 


